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GIFの組織

GEN IV 6炉型

1)ガス冷却高速炉

(GFR) 

2)超高温炉(VHTR) 

3)超臨界圧軽水

冷却炉(SCWR)

4)ナトリウム冷却高

速炉(SFR)

5)鉛冷却高速炉

(LFR)

6)溶融塩炉(MSR) PRPP WG
２００２年１２月設立

Policy Group

Experts 
Group

System 
Steering 
Committee
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GEN IVの技術目標

• Sustainable Nuclear Energy－持続性－

• Competitive Nuclear Energy－競争力－

• Safe and Reliable Systems－安全と信頼性－

• Proliferation Resistance and Physical Protection
－核拡散抵抗性と核物質防護－
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拡散抵抗性に係る重要な定義

 核拡散抵抗性(Proliferation Resistance)

 核兵器または他の核爆発装置の獲得を目的とした、(ホスト)国 による、
未申告の核物質の生産や転用及び技術の不正使用を妨げる原子力シ
ステムの特性。

 核物質防護(Physical Protection)
 核物質防護 (堅牢性) は、非国家主体や敵対する非ホスト国による、核

爆発装置あるいは放射能拡散兵器 (ＲＤＤｓ) に適した物質の盗取及び
施設や輸送の妨害破壊行為を妨げる原子力システムの特性。

 抵抗性のレベル

 技術的設計特性、運転形式、制度的取り決め、保障措置の組み合わ
せで決まる。

 抵抗性の内在的特性（Intrinsic features)

 原子力システムの技術的な設計上の特徴、外在的措置の実施を容易
にするものを含む

 抵抗性の外在的措置(Extrinsic measures)
 原子力システムに関する国家の決意や事業による措置
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核不拡散用語の体系(by JAEA)
対象：国家による脅威(核物質の
転用、未申告生産、原子力施設のミスユース）

物質障壁

技術障壁

制度障壁

発熱、放射線、化学的形態、同位体組成、質量とかさ、
（核物質の）探知しやすさ、等

施設の非魅力度、施設へのアクセス性、核物質存在量、
検知性、転換時間、保障措置適用性 等

法的枠組み、保障措置・追加議定書、輸出管理、
二国間協定 等

対象：非国家主体による脅威（核物質の盗取、妨害破壊行為 等）

内在的特徴・内在的障壁

外在的措置・外在的障壁

核
不
拡
散
（
性
）

Proliferation Resistance/Proliferation Risk Reduction

Intrinsic Features, Intrinsic Barriers

Material Barriers

Technical Barriers

Extrinsic Measures, Extrinsic Barriers

Institutional Barriers

Physical Protection

Nuclear 
Nonproliferation

ハードウェア(セキュリティ機器・設備)

人材 手段 施設設計上の特徴

Hardware (Security devices)

Personnel Procedures Facility design features

Nuclear Security 対象：非国家主体による脅威

原子力セキュリティ：:核物質、その他の放射性物質又はそれに関連
した施設に関する盗取、妨害破壊行為、不法なアクセス、不法移転
その他の不法行為の防止、検知及び対応

核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

核拡散抵抗性/核拡散リスク低減

核物質防護

核物質以外の放射性物質等
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JAEA-GIF PR&PP WSの概要

 GIF PR＆PP評価手法開発の進捗をWGメンバーより紹介し、
日本の原子力関係者からのフィードバックをいただく

 Status of Methodology (Rev.6)
 ESFR Case Study
 Collaborative study with SSC
 Harmonization with IAEA 
 PANEL DISCUSSION #1 “Rev.6 Report and 

Feedback from Methodology Users

 次世代原子力システムの核拡散抵抗性・核物質防護検討の
方向性について議論を行う。

PANEL DISCUSSION #2 “Benefits and Challenges of 
Collaborative Work between System Designers and 
PR&PP Experts”
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